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議会を開催しました〜
開催日：令和元年７月30日(火)　於：議場
女性議員22名（高校生４名、大学院生２名、一般16名）

佐藤　　蘭 さん

河野　理名 さん

三井　恵玲奈 さん

田渕　梨子 さん

竹下　早慧子 さん

荣　　霜艶 さん

榎並　貴美子 さん

佐々木　由紀 さん

原田　福美 さん

叶井　和子 さん

野口　洋子 さん

山本　恵美 さん

山田　佳世 さん

Ｑ．共働きの家族が増えるに伴って、
病児保育の重要性が増す傾向にある
が、新たな実施施設の設置予定は。

Ａ．『病児・病後児対応型』と『体調
不良児型』の病児保育事業ともに資
金面のみならず看護師の安定的な人
材確保など多くの課題があり、実施
箇所数に変化がない状況である。今
後も引き続き、私立保育所と調整を
図るとともに、公立保育所での事業
実施について関係者と協議を重ねる
など、適切に対応していきたい。

Ｑ．高齢者ドライバーの事故防止策
として、アクセルとブレーキの踏み
間違い防止装置の購入に対する補助
についての考えは。

Ａ．東京都が高齢者に対して急発進
防止装置の取り付け費用の補助を表
明し、徳島県でも同様の補助制度を
創設する方針が示されている。本市
としては、国の動向や徳島県などの
先行事例を調査研究していきたい。
現時点では、徳島県の補助制度の周
知啓発を図りたいと考えている。

Ｑ．障害のある人もない人も暮らし
やすい共生社会を目指す鳴門市とし
て、身体障害者会館の維持・運営に
ついての考えは。

Ａ．建物の老朽化や設備の不具合な
ど、身体障がい者の皆様にとって使
いにくい状況であることは認識して
いる。平成29年３月策定の公共施設
等総合管理計画に基づき、新庁舎建
設に併せ、公共施設の再配置や他施
設への集約などを積極的に検討して
いきたい。

Ｑ．エシカル消費の推進のため、鳴
門市の農水産物すべてが揃う産直市
や道の駅を整備する考えは。

Ａ．産直市などは、地産地消がエシ
カル消費の一環であることなどを効
果的に周知できる場所である。
今年８月２日にはＪＡ大津松茂の農
産物直売所「えがお」が、令和３年
度中には本市の道の駅がオープンす
る予定であり、相互に連携を図り、
賑わいづくりやエシカル消費の普及
啓発などを行っていきたい。

Ｑ．「世界にはばたく鳴門の子どもた
ち育成プラン」の海外派遣により何
を得ることを理想としているのか。

Ａ．ドイツのリューネブルク市に隔
年で親善使節団として中高生を派遣
しており、ホストファミリーとの生
活や現地の学校の授業を体験してい
る。異文化理解や英語習得への意欲
が高められ、豊かな国際感覚と、コ
ミュニケーション能力、確かな英語
力とともに、姉妹都市交流の担い手
育成に繋がるものと期待している。

Ｑ．バスや渡船は便数が少なく、最
終便の時間も早いため不便を感じ
る。便数を増やす考えは。

Ａ．バスについては、乗車料金のみ
で経費をまかなえる路線がないた
め、現行路線の安定維持を優先事項
として生活の足を確保している。
渡船については地元との調整の結
果、現在の運行となっている。
今後、利用者の幅広い意見を伺いな
がら、引き続き安定的に公共交通が
維持できるよう検討していきたい。

Ｑ．市公式ウェブサイトについて、
常に最新情報をお知らせできる体制
の整備を求める。市立図書館は耐震
化されたが、現在も地震対応の避難
場所として掲載されていない。

Ａ．業務担当部署で最新情報への更
新やわかりやすい内容掲載に努めて
いる。適宜チェックを行い、迅速か
つ正確な情報提供に努める。
市立図書館は、指定に向けての手続を
行っており、誤解を与えないよう、手
続完了後に掲載することとしている。

議　　　員



女 性 議 会 〜議会への関心を深めていただき、
　　女性の政治参画を推進するため女性

芝野　秀美 さん

八木　知子 さん

吉田　景子 さん

林　　侑希 さん

村　　正美 さん

高田　博子 さん

矢野　壽美子 さん 秋山　敬子 さん

先田　仁美 さん

Ｑ．人口を減らさないため移住者を
増やすことが重要だが、市の施策は。

Ａ．移住に関する相談や問い合わせ
に一元的に対応する「鳴門市移住交
流センター」を設置しており、空き
家などの住まいに関することや就職
先の企業情報・起業支援に関するこ
と、移住支援制度に関することなど
の相談を受けている。今後は、市内
のホテルなどに移住パンフレットを
設置するなど積極的なＰＲを行い、
移住人口の増加に努めたい。

Ｑ．体育館や温水プール、ジムなど
を併設した、市民が多目的に利用で
きる新しいスポーツ施設の整備をど
のように考えているのか。

Ａ．市民会館と勤労者体育センター
の機能を併せ持つスポーツセンター
の整備について、規模や機能、立地
条件、管理運営方式などさまざまな
観点から検討を進めている。室内温
水プールの併設についても、費用面
の課題はあるが、調査研究する必要
があると認識している。

Ｑ．海岸の漂着ゴミが目立つ。ゴミ
を捨てさせないため、どのような取
り組みを行っているのか。

Ａ．市の関係部署や鳴門市水産振興
協議会などの関係団体と情報共有す
る中で、注意喚起の啓発などを継続
して実施していく。
また、より多くの方に環境美化活動
に参加していただけるよう、各団体
が実施している海岸清掃活動のスケ
ジュールなど環境美化活動の推進に
関する情報の発信を図る。

Ｑ．小学生が犠牲になる交通事故が
多発している。通学路の修繕やガー
ドレールの設置などが必要では。

Ａ．国や県、市、鳴門警察署、学校
関係者などが合同で市内の通学路の
安全点検を実施しており、危険な箇
所については、立哨指導の必要性の
再確認や信号機の設置、路面標示の
新設などを行っている。通学路の修
繕や歩道・ガードレールの整備など
も含め、引き続き関係機関と協議し
ながら取り組みを進めていく。

Ｑ．今後の外国人観光客の交通手段
の利便性向上に関し、具体的にどの
ような対策を考えているのか。

Ａ．路線バスの充実を図ることが
重要であると考え、これまでにもバ
ス会社や関係機関と連携しながら、
できる限り観光客に配慮した対策を
行ってきた。また、二次交通の確保
は重要な課題となっており、今後は
大きな視野に立ち、イーストとくし
ま観光推進機構などの関係機関と連
携しながら検討したいと考えている。

Ｑ．『産前・産後ケア事業』の策定時
には、実際の新生児育ての状況を検
証したのか。また、利用者の感想は。

Ａ．受け入れ先となる医療機関スタッ
フ同行のもと先進自治体を視察するな
ど、実施に向けた協議を重ねた。
『産前・産後ケア事業』の利用者アン
ケートでは、「家事の負担が減り産
後の疲労感が軽減された」「赤ちゃ
んをかわいいと思えるようになっ
た」など前向きな感想が寄せられた。
今後も継続的な支援を行っていく。

Ｑ．子どもたちが安全に通学できる
よう、また、立哨指導による各家庭
の負担を軽減するため、学童擁護員
を配置してほしい。

Ａ．現状で継続的・安定的に交通指
導員や学童擁護員の配置を行うこと
は担い手不足などのため困難な状況
であると考えている。このため、交
通量の多い箇所では立哨指導の必要
性の再確認や信号機の設置などソフ
ト・ハード両面にわたるさまざまな
取り組みを継続的に実施している。

議　長 副議長



《 令和元年 第２回定例会の提出議案と議決結果 》　
議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の

委員会

議案第37号 専決処分の承認について（平成30年度鳴門市一般会計補正予算 (第５号)） 承　　認
予算決算

議案第40号 令和元年度鳴門市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第38号 専決処分の承認について（鳴門市税賦課徴収条例等の一部改正について） 承　　認

総務文教
議案第41号 災害による市税の減免に関する条例の一部改正について

原案可決議案第42号 鳴門市火災予防条例の一部改正について

議案第48号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について

議案第39号 専決処分の承認について（鳴門市介護保険条例の一部改正について） 承　　認
生活福祉

議案第43号 鳴門市重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の一部改正につ
いて 原案可決

議案第44号 鳴門市道路占用料条例の一部改正について

原案可決 産業建設
議案第45号 鳴門市河川占用料条例の一部改正について

議案第46号 鳴門市下水道条例の一部改正について

議案第47号 鳴門市漁港管理条例の一部改正について

報告第１号 繰越明許費繰越計算書について（平成30年度鳴門市一般会計予算）

報　　告 予算決算

報告第２号 繰越明許費繰越計算書について（平成30年度鳴門市公共下水道事業特別会計
予算）

報告第３号 繰越計算書について（平成30年度鳴門市水道事業会計予算）

報告第４号 繰越計算書について（平成30年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算）

報告第５号 弾力条項の適用について（平成30年度鳴門市モーターボート競走事業会計予
算）

報告第６号 鳴門市国民保護計画の改訂について

報　　告 総務文教報告第７号 専決処分について（損害賠償の額の決定）

報告第８号 専決処分について（権利の放棄について）

同意第１号 固定資産評価員の選任について 同　　意

同意第２号 副市長の選任について 同　　意

請願の処理

請願番号 案　　　　　　　　　　件 審議結果 所管の
委員会

請願第４号 増田建築19施設の保存・顕影などの検討に関する請願書 不 採 択 総務文教

請願第３号  日本政府に「核兵器廃止条例の調印・批准をすることを求める」意見書採択を求める請願書

については、委員会の審査において継続審査となりました。引き続き総務文教委員会で審査を行う予定
です。

委 員 会 審 査

 「同意第１号」

●固定資産評価員　岩
いわ

下
した

　彰
あき

秀
ひで

 氏（撫養町）

 「同意第２号」

●副市長　谷
たに

　重
しげ

幸
ゆき

 氏（撫養町）

人 事 案 件



地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
も
の

で
、
事
務
執
行
上
、
急
を
要
し
た
こ
と
か
ら
専
決
処
分
し
た
も
の
。

【
質
疑
】
令
和
３
年
度
分
以
降
の
個
人
住
民
税
の
非
課
税
の
範
囲
に
、
合
計
所

得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
単
身
児
童
扶
養
者
が
加
わ
る
こ
と
と

な
る
が
、
新
た
に
何
名
程
度
の
方
が
対
象
と
な
る
の
か
。

【
回
答
】
平
成
31
年
４
月
時
点
に
お
い
て
は
、
新
た
に
７
名
の
方
が
対
象
と
な
る
。

【
質
疑
】
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
税
制
改
正
に
よ
り
、
市
の
歳
入
と
し

て
ど
の
程
度
の
増
減
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

【
回
答
】
例
え
ば
、
個
人
住
民
税
に
お
け
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
に
伴
う

歳
入
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
国
費

で
補
塡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
増
減
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

【
意
見
】
税
制
度
は
複
雑
で
あ
る
た
め
、
市

民
の
方
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
な

周
知
・
広
報
の
方
法
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
も

の
で
、
事
務
執
行
上
、
急
を
要
し
た
こ
と
か
ら
専
決
処
分
し
た
も
の
。

【
質
疑
】
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
被
保
険
者
は
何

名
く
ら
い
な
の
か
。

【
回
答
】
令
和
元
年
６
月
１
日
時
点
で
約
７
５
０
０
人
が
対
象
と
な
り
、
第
１

号
被
保
険
者
全
体
に
占
め
る
割
合
と
し
て
は
、
約
39
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
下
水
道
加
入
者
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
回
答
】
下
水
道
加
入
者
の
負
担
に
は
、
加
入
時
の
受
益
者
負
担
金
と
使
用
料

が
あ
る
。
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の
影
響
は
な
い
。

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭
の
平
均
水
量
で
考
え
た
場
合
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
後
は
１
ヶ
月
あ
た
り
76
円
の
費
用
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
る
。

●
議
案
第
38
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
鳴
門
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
）

●
議
案
第
39
号

　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
鳴
門
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

●
議
案
第
46
号

　

鳴
門
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

委 員 会 審 査



過
疎
地
域
で
あ
る
北
灘
町
を
対
象
に
交
付
す
る
補
助
金
や
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実
施
に
要
す

る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
補
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
効
果
は
。

【
回
答
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
の
対
象
者
数
は
市

内
で
約
１
万
５
５
０
０

人
、
発
行
総
額
は

３
億
８
７
５
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
市
内

の
店
舗
の
み
で
使
え
る

こ
と
、
お
釣
り
が
出
な

い
た
め
商
品
券
の
金
額

以
上
の
購
入
も
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
効
果
と
し
て
は
、
３
億
８
７
５
０
万
円
以
上

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】
こ
れ
ま
で
に
同
様
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、「
以

前
か
ら
購
入
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
商
品
券
で
購
入
し
た
」
と
い
う

方
が
多
く
、
こ
れ
で
は
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
た
め
、

税
金
の
別
の
使
い
道
を
国
や
県
に
提
案
す
る
べ
き
で
あ
る
。

●
議
案
第
40
号

　

令
和
元
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
算
決
算
委
員
会

委 員 会 審 査

《四国市議会議長会》【特別表彰】《四国市議会議長会》【特別表彰】

佐
さ

藤
とう

 絹
きぬ

子
こ

 議員
（32年以上在職）

藤
ふじ

田
た

 茂
しげ

男
お

 議員
（28年以上在職）

橋
はし

本
もと

 国
くに

勝
かつ

 議員
（24年以上在職）

野
の

田
だ

 粋
きよ

之
ゆき

 議員
（24年以上在職）

秋
あき

岡
おか

 芳
よし

郎
ろう

 議員
（16年以上在職）

三
み

津
つ

 良
よし

裕
ひろ

 議員
（20年以上在職）

 ☆  議 員 表 彰  ★★  議 員 表 彰  ★

　第２回定例会閉会日に、全
国市議会議長会および四国市
議会議長会より特別表彰を受
賞された議員に対して、議長
より表彰状の伝達が行われま
した。

《全国市議会議長会》
【特別表彰】　

《四国市議会議長会》
【特別表彰】

《全国市議会議長会》
【特別表彰】　

《四国市議会議長会》
【特別表彰】



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

れ
ま
で
以
上
に
観
光
事
業
者
を
は
じ
め
、

観
光
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
瀬
戸
内
四
都
市
広
域
観
光
推
進
協
議

会
で
は
、
香
港
、
台
湾
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
現
地
の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
を
招
い
た
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
を
行
い
、
昨

年
は
香
港
の
旅
行
会
社
２
社
お
よ
び
雑
誌

社
２
社
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
１
名
を
招

き
、
４
都
市
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
造
成
や
雑

誌
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
実

施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と

も
に
、
外
国
人
観
光
客
の
目
線
に
立
っ
た

受
け
入
れ
環
境
整
備
な
ど
の
各
種
施
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
基

本
目
標
が
２
点
示
さ
れ
て
い
る
。
①
施
設

総
量
の
削
減
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る

影
響
を
十
分
考
慮
し
つ
つ
、
今
後
40
年
間

に
公
共
施
設
の
総
延
べ
床
面
積
を
20
％
以

上
削
減
し
、施
設
総
量
の
適
正
化
を
図
る
。

②
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
へ
の
転
換
を

図
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
公
共

施
設
の
整
備
に
努
め
る
。
総
延
べ
床
面
積

20
％
以
上
の
削
減
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
消
防
分
団
の
再
編
や
公
立
学
校
の
再

編
、
新
庁
舎
の
集
約
や
公
立
保
育
所
の
統

合
が
図
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
今
後
、

個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
、
目
標
数
値
が

達
成
で
き
る
よ
う
最
大
限
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問
外
国
人
の
集
客
・
受
け
入
れ
に
は
、
こ

会
派　

潮

藤ふ
じ

田た  

茂し
げ

男お

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

施
設
総
量
最
適
化
の
見
通
し
は

観
光
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
を

各団体と連携したインバウンド事業を

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一　般　質　問
質 問表代

❶ 藤田　茂男（会派　潮）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 公共施設等総合管理計画につい

て
　⑵ インバウンドについて

❹ 松浦　富子（会派　公明党）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 持続可能な開発目標（SDGs）

について
　⑵ 観光行政について

❷ 秋岡　芳郎（会派　創心クラブ）
１. 人口減に対する市長の政治姿

勢について
　⑴ 人口減少の現状と鳴門市総合戦

略について
　⑵ 子育て支援について（特に就学

前教育について）
　⑶ 住みやすい環境について
２. 上水道広域化について
　⑴ 浄水場広域化事業について

❺ 宅川　靖次（会派　平成なると）
１. 第六次鳴門市総合計画について
　⑴ 市民参画と協働によるまちづく

りについて
２. 環境行政について
　⑴ ひとりぐらしのゴミ出し支援に

ついて
３. 交通行政について
　⑴ 高齢者の免許自主返納について

❸ 橋本　国勝（会派　有志会）
１. 福祉行政について
　⑴ 超高齢社会に向けての取り組み

について
　⑵ 地域福祉計画及び地域福祉活動

計画について
２. 地域づくりについて
　⑴ 地域ボランティアの発掘・育成

について

❻ 長濱　賢一（会派　青藍）
１. 新庁舎建設について
　⑴ 新庁舎建設事業の概要と進捗状

況について
　⑵ 発注方式について
　⑶ 新庁舎建設に係る市民への情報

開示について
２. まちづくり行政について
　⑴ 公共施設等総合管理計画及び立

地適正化計画について
　⑵ 文化財の保存・利活用について
　⑶ 公衆無線ＬＡＮの整備について
３. 道路整備について
　⑴ 市道の整備計画について
　⑵ 道路照明灯等ＬＥＤ化事業につ

いて

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

問
高
齢
者
に
関
す
る
事
件
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

答
２
０
２
５
年
の
高
齢
社
会
像
で
あ

る
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
み
ん

な
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
健
康
で
安
心
安

全
な
暮
ら
し
を
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
、
尊
厳
を
持
っ
て
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
方
々
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地

域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
鳴
門
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
高
齢
化
と
人
手
不
足
に
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
続
け
ら
れ
な
い
、
活
動

の
活
性
化
が
で
き
な
い
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
持
続

可
能
な
体
制
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
伺
い
た
い
。

答
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は

１
０
９
団
体
が
登
録
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や

人
材
不
足
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
意
欲
の
低
下
は
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実

践
し
て
い
る
活
動
を
、
地
域
・
学
校
・
企

業
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
広
が

り
も
期
待
で
き
る
た
め
、
関
係
団
体
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
ら
に
活

発
に
し
、
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
す

る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の

観
点
か
ら
自
治
体
（
職
員
）
が
意
識
を

変
え
て
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

超
高
齢
社
会
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

持
続
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
目
指
し
て

鳴門市ボランティアセンター
（社会福祉協議会内）

会
派　

有
志
会

橋は
し

本も
と  

国く
に

勝か
つ

問
鳴
門
市
は
、
平
成
27
年
に
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
鳴
門
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
令
和

２
年
の
国
勢
調
査
で
５
万
７
５
０
０
人
の

目
標
人
口
を
設
定
し
た
が
、
今
年
４
月
、

５
万
７
３
８
１
人
と
な
り
目
標
人
口
を

切
っ
た
。
今
後
の
方
針
は
。

答
若
い
世
代
の
近
隣
市
町
へ
の
転
出
が

目
立
っ
て
お
り
、
子
育
て
・
教
育
環
境
や

雇
用
環
境
、
住
環
境
が
要
因
で
あ
る
と
分

析
し
て
い
ま
す
。
次
期
総
合
戦
略
の
策
定

に
向
け
社
会
情
勢
を
捉
え
、
各
施
策
の
見

直
し
を
図
り
ま
す
。

問
今
年
10
月
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
料
が
無
償
化
さ

れ
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答
保
育
料
が
無
償
と
な
り
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
な
り
ま
す
が
、
一
部
無
償
化
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
混

乱
を
来
さ
な
い
よ
う
情
報
発
信
し
ま
す
。

要
望
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
本
市
独
自
の

教
育
・
保
育
対
策
を
関
係
課
で
協
議
し
、

対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

問
災
害
時
の
避
難
所
運
営
お
よ
び
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
と
南
海
ト
ラ
フ
震
源
域

の
片
側
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
半
割
れ

ケ
ー
ス
の
対
応
を
伺
う
。
ま
た
、
水
害
時

の
排
水
機
場
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

答
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
運
営

は
地
域
住
民
の
自
主
運
営
を
基
本
と
し
、

市
職
員
は
後
方
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
前
対
策
、
初
期
対

応
、
組
織
編
成
な
ど
の
ほ
か
、
要
配
慮
者

や
男
女
の
視
点
に
立
っ
た
運
営
に
つ
い
て

も
定
め
て
い
ま
す
。
半
割
れ
ケ
ー
ス
の
場

合
も
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

浸
水
時
の
被
害
額
が
甚
大
と
な
る
人
口

密
集
地
域
を
中
心
と
し
た
17
機
場
に
つ
い

て
、
長
寿
命

化
計
画
を
策

定
し
、
常
に

十
分
な
機
能

が
発
揮
で
き

る
よ
う
、
維

持
管
理
し
て

い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
の

無
償
化
へ
の
対
応
は

鳴門市　避難所運営
マニュアル

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

秋あ
き

岡お
か  

芳よ
し

郎ろ
う

人
口
減
の
現
状
か
ら
の
対
策
は

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

問
持
続
可
能
な
地
域
活
動
の
あ
り
方
や

市
民
活
動
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
活
動

人
口
の
比
率
を
い
か
に
高
め
る
か
が
鍵
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｖ

ｅ
な
る
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金

は
、
各
種
組
織
と
の
連
携
事
業
も
行
政
提

案
型
の
事
業
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
地
域

内
で
の
各
種
組
織
間
の
連
携
な
ど
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
採
用
事
業
全
般
を
通

じ
て
市
内
の
活
動
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に

も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い

る
。
今
後
の
支
援
体
制
と
そ
の
方
向
性
を

伺
い
た
い
。

答
環
境
省
が
複
数
の
自
治
体
で
ゴ
ミ
出

し
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
限
ら

問
人
口
減
少
社
会
が
加
速
度
的
に
進
展

す
る
中
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
上
で

の
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
認
識

は
。
ま
た
、
本
市
の
持
続
可
能
な
健
全

財
政
の
維
持
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
国
で
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
第
１

回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
会
合
が
開
催
さ

れ
、
今
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
く

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
次
期
総
合
戦
略

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
の
総
合

戦
略
の
事
業
分
析
、
効
果
検
証
を
行
う

と
と
も
に
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
各
施

策
の
見
直
し
や
改
善
を
行
い
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
実
現
に
向
け
た
実
効
性

の
あ
る
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の

削
減
な
ど
に
努
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
た
予
算
の
中
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
の
か
、
課
題
と
解
決
策
の
検
証
を
行

い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
続
け
る
と
と
も
に
、
環
境
省
か
ら
示
さ

れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
免
許
返
納
後
の
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答
地
域
交
通
政
策
を
総
合
的
か
つ
長
期

的
な
観
点
で
見
据
え
な
が
ら
、
県
や
事
業

者
と
連
携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
割
引
な
ど
の
支

援
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

問
本
市
の
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
の
観
光
客
の
現
状
と
鳴
門
公

園
周
辺
に
お
け
る
観
光
客
の
受
け
入
れ

環
境
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
主
要
な
観
光
施
設
で
は
、
大
塚

国
際
美
術
館
の
来
場
者
が
最
も
多

く
７
万
４
１
２
６
人
、
渦
の
道
は

６
万
１
８
２
５
人
、
ド
イ
ツ
館
は

２
５
７
５
人
と
多
く
の
観
光
客
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳴
門
公
園
周
辺

の
二
次
交
通
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
観
光
を
考
え
る
上
で
非
常
に
大
き

な
課
題
で
、
マ
イ
カ
ー
を
使
用
し
な
い

外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
ま
す

ま
す
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
大
塚
国
際
美
術
館
来
場
者

の
増
加
に

伴
う
鳴
門

公
園
へ
の

観
光
客
の

増
加
に
対

応
す
る
た

め
、
関
係

機
関
と
協

議
を
行
っ

て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

会
派　

平
成
な
る
と

宅た
く

川か
わ  

靖や
す

次じ

観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の

充
実
を

持
続
可
能
な
開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は

市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
は

運
転
免
許
返
納
後
の

生
活
支
援
の
取
り
組
み
は

一
人
暮
ら
し
の
ゴ
ミ
出
し

支
援
の
取
り
組
み
は

自主返納後も高齢者が
安心して暮らせる環境を

賑わう大塚国際美術館

会
派　

公
明
党

松ま
つ

浦う
ら  

富と
み

子こ



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

問
新
庁
舎
建
設
の
基
本
設
計
業
務
を
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
公
募
と
し
、
実
施
設

計
と
施
工
は
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
と
し

て
一
括
発
注
を
予
定
し
て
い
る
が
、
地
元

企
業
が
参
加
で
き
な
い
要
件
と
な
り
、
地

元
企
業
育
成
や
地
域
経
済
の
循
環
に
は
メ

リ
ッ
ト
が
な
く
な
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
基
本
設
計
と
実
施
設
計
・
施
工
に
つ

い
て
は
、
一
体
発
注
で
は
な
く
別
公
募
と

し
ま
す
。
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど

も
考
慮
し
な
が
ら
、
地
元
企
業
と
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
徳
島
県
で
は
、
旧
４
市
の
中
で
鳴
門
市

以
外
の
３
市
は
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
に
も
必
要
と

考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　

本
市
に
19
も
現
存
す
る
増
田
建
築
全
体

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
文
化

会
館
の
存
廃
議
論
を
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
、
有
形
文
化
財
の
登
録
に
つ
い
て
は
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
関
し
、
本

市
の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

答
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
に
含
め
た
中
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

増
田
建
築
に

つ
い
て
は
、
今

後
、
19
施
設
の

保
存
・
顕
彰
に

つ
い
て
具
体
的

に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
16
ヵ
所

の
公
共
施
設
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

問
市
道
の
舗
装
修
繕
計
画
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

昨
年
提
案
し
た
、
道
路
照
明
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
事
業
を
今
年
度
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
状
況
を
伺
う
。

答
市
道
約
５
９
０
㎞
の
う
ち
、
主
要
路
線

約
１
３
０
㎞
の
舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
10
年
間
の
リ
ー
ス
方
式
で
市
内
の

す
べ
て
の
道
路
照
明
灯
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

増田友也氏の遺作
鳴門市文化会館

市
道
に
安
心
安
全
を

ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
考
え
る

(

立
地
適
正
化
計
画
・
文
化
財
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ)

会
派　

青
藍

長な
が

濱は
ま  

賢け
ん

一い
ち

新
庁
舎
建
設
に

地
元
企
業
の
参
加
を

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●
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●

●

●
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●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

質 問人個
❶ 佐藤　絹子
１. 危機管理行政について
　⑴ 避難所の確保について

❹ 宮崎　　明
１. 救急・救命時における外国人、聴覚言

語障がい者への円滑な対応について
　⑴ 1 1 9 番通報及び現場対応の実態

について
　⑵ 安心安全に繋がる消防通信設備

の整備について
２. 地域資源を活用した地域活性化 

について
　⑴ 大麻放牧場の活用について
３. 文化財等の歴史資源を保護・活

用した地域振興について
　⑴ 堀江地区の文化財の保護・活用

の現状と課題及び保存活用上の
方策について

　⑵ ｢重要文化財保存活用計画」及
び「文化財保存活用地域計画｣
の策定について

　⑶ 文化財保護事務について

❷ 高麗　裕之
１. 結婚支援について
　⑴ 婚活に関する取り組みについて
　⑵ 婚活事業の実施について
　⑶ オリジナル婚姻届について
２. 交通行政について
　⑴ 鳴門市の交通安全対策について
３. 観光行政について
　⑴ 鳴門公園周辺における渋滞対策

について

❺ 浜　　盛幸
１. 防災行政について
　⑴ 災害時の情報伝達について
２. 文化交流行政について 
　⑴ 板東俘虜収容所の史実を通じた

平和学習について
３. 観光行政について
　⑴ インバウンドへの取り組みにつ

いて

❸ 三津　良裕
１. 産業振興について
　⑴ 企業の誘致について
　⑵ 新規雇用者について
２. 安全なまちづくりについて
　⑴ 危険な河川の管理について
　⑵ 道路の安全確保について
　⑶ 危険家屋について
３. 国際交流について
　⑴ バングラデシュとの友好交流に

ついて

❻ 平塚　保二
１. 水環境問題について
　⑴ 下水道事業について
２. 消費者行政について
　⑴ 消費者被害への取り組みについて

❼ 上田　公司
１. 環境行政について
　⑴ クリーンセンターについて
２. 道路行政について
　⑴ 鳴門駅西側の地下空洞について

個
人
質
問



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
思
い
出
に
残
る
婚
姻
届
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
に
な

る
。
県
外
の
他
市
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
結
婚
の
記
念
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
婚
姻
届
を
作
成
し
て
い
る
が
、
本
市
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
作
成
し
て
は
ど
う

か
。

答
戸
籍
法
な
ど
に
定
め
る
必
要
事
項
を

具
備
し
た
上
で
、
婚
姻
届
に
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
な
ど

を
取
り
込

ん
だ
届
出

書
の
提
出

が
多
く
見

受
け
ら
れ

ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル

婚
姻
届
を

作
成
す
る

こ
と
で
、

結
婚
と
い

う
人
生
の

節
目
を
迎

問
市
民
か
ら
東
馬
詰
集
会
所
を
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

な
集
会
所
に
建
て
替
え
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
津
波
は

３
メ
ー
ト
ル
、
避
難
は
北
島
北
小
学
校
、

松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
へ
と
の
こ

と
。
現
存
の
集
会
所
は
、
昭
和
43
年
建

築
で
51
年
経
過
し
て
い
る
。
い
ざ
、
大

型
地
震
が
来
た
と
き
に
、
よ
り
安
心
し

て
安
全
に
誰
も
が
避
難
で
き
る
よ
う
、

要
望
し
て
き
た
と
思
う
。
こ
の
地
元
住

民
の
考
え
、
思
い
に
つ
い
て
本
市
の
考

え
を
伺
う
。

答
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
平
常
時
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
な
す
施
設

と
し
て
、
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
避
難
所
と
し
て
の
側
面
を
有
し

て
い
ま
す
。
東
馬
詰
地
区
で
は
、
東
馬

詰
集
会
所
を
台
風
通
過
時
な
ど
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
大
規
模
災
害
時
に
家

が
失
わ
れ
た
と
き
な
ど
に
一
定
期
間
避

難
す
る
指
定
避
難
所
と
し
て
い
ま
す
。

洪
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
堀
江

南
小
学
校
、
ま
た
、
津
波
へ
の
対
応
は

え
ら
れ
る
２
人
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、

記
念
と
し
て
思
い
出
に
残
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
作
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
結
婚
と
い
う
人
生
の
大
イ
ベ
ン
ト

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
最
近
、
交
通
事
故
の
報
道
が
多
い
た

め
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
本
市
で
は
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め

に
、
本
市
で
は
す
べ
て
の
世
代
の
方
を
対

象
に
交
通
安
全
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
世
代
の

方
に
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
交
通
事

故
防
止
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望
交
通
安
全
対
策
の
一
層
の
普
及
に

努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

堀
江
南
小
学
校
や
松
茂
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
浄
水
場
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
東
馬
詰
集
会
所
を
含
む
92
カ
所
の

集
会
所
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度

末
ま
で
に
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
方
針
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

要
望
地
元
住
民
は
、
大
地
震
に
備
え
耐

震
化
さ
れ
、
浸
水
し
な
い
高
さ
の
が
っ
ち

り
し
た
建
物
を
建
て
て
も
ら
え
れ
ば
、

よ
り
安
心
で
き
る
。
要
望
し
て
良
か
っ

た
、
助
か
る
べ
き
命
が
助
か
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
長
が
先
頭
に
立
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

人
生
の
節
目
に
お
い
て

忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
を

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

東
馬
詰
集
会
所
の
建
て
替
え
を

プレミアム婚姻届（東京都立川市）

1968年建築　東馬詰集会所

（
平
成
な
る
と
）

佐さ

藤と
う  

絹き
ぬ

子こ

（
有
志
会
）

高こ
う

麗ら
い  

裕ひ
ろ

之ゆ
き



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
国
で
は
、
外
国
人
や
会
話
が
不
自
由

な
聴
覚
・
言
語
障
が
い
者
の
１
１
９
番

通
報
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
の
消
防

通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
促
進
し
て
い

る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
緊
急
時
に
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討

中
で
す
。

問
休
牧
中
の
大
麻
放
牧
場
の
今
後
の
活

用
は
。

答
資
源
の
有
効
活
用
は
地
域
活
性
化
に

向
け
重
要
で

あ
る
と
認
識

し
て
い
ま

す
。
大
麻
放

牧
場
は
農
業

振
興
地
域
、

農
用
地
区
域

に
指
定
さ
れ

問
鳴
門
市
の
企
業
誘
致
、
市
内
の
農
業
者

の
雇
用
状
況
は
。

答
平
成
29
年
度
は
、
企
業
１
社
が
開
業
し

て
新
規
雇
用
が
36
人
あ
り
ま
し
た
。
認
定

農
業
者
４
０
３
人
の
う
ち
、
１
８
０
人
が

将
来
の
耕
作
規
模
の
拡
大
や
高
齢
化
へ
の

対
応
の
た
め
、
新
規
雇
用
と
し
て
５
年
以

内
に
65
人
の
常
用
雇
用
と
４
９
０
人
の
臨

時
的
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
老
朽
化
し
た
空
き
家
は
倒
壊
な
ど
で
近

隣
に
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る
。
ま

た
、
市
内
の
国
道
・
県
道
・
市
道
で
茂
っ

た
雑
草
が
道
路
を
さ
え
ぎ
り
、
街
路
樹
の

根
が
周
辺
の
歩
道
を
盛
り
上
げ
て
、
通
行

に
危
険
な
所
が
あ
る
。
道
路
の
デ
コ
ボ
コ

の
状
態
は
安
全
性
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
本
市
の
空
き
家
は
１
４
４
２
戸
、
そ
の

中
で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
空
き
家
は
92

戸
あ
り
ま
す
。
所
有
者
に
適
正
な
管
理
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
法
に
よ
る
規
制
な
ど
の
課
題

も
あ
る
が
、
今
後
も
民
間
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
、
有
効
活
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
休
牧
後
、
既
に
19
年
が
経
過
し
て

い
る
。
地
域
活
性
化
策
と
し
て
農
水
省

が
主
導
し
全
国
各
地
に
整
備
さ
れ
て
い

る
農
業
公
園
も
含
め
検
討
す
る
よ
う
提

言
す
る
。

問
堀
江
地
区
内
に
群
を
成
す
文
化
財
の
保

護
と
活
用
の
現
状
と
課
題
、
保
存
活
用
上

の
方
策
を
伺
う
。

答
除
草
な
ど
を
実
施
し
保
存
に
取
り
組
ん

で
い
る
ほ
か
、
史
跡
説
明
板
の
新
設
や
改

修
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
保
存
状
況
調

査
未
実
施
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
実
態

把
握
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
文
化
財
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
に

は
、
市
内
外
へ
の
広
報
が
課
題
で
あ
り
、

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
を
進
め
て
い

ま
す
。

要
望
大
谷
焼
や
醸
造
元
、
藍
染
工
房
な
ど

と
と
も
に
文
化
財
群
を
「
ま
ち
づ
く
り
構

想
」
に
即
し
た
「
生
き
た
地
域
資
源
」
と

し
て
練
り
上
げ
、
保
存
活
用
す
る
取
り
組

み
と
体
制
の
整
備
を
要
望
す
る
。

　

市
道
の
雑
草
等
は
業
務
委
託
や
職
員
に

よ
る
除
草
な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
道
の
デ

コ
ボ
コ
は
、
職
員
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

市
民
の
皆
様
の
連
絡
な
ど
か
ら
損
傷
箇
所

の
状
況
を
把
握
し
、
小
規
模
な
損
傷
は
職

員
が
緊
急
的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

主
要
路
線
の
維
持
補
修
は
、
路
面
性
状

調
査
を
実
施
し
た
上
で
、
修
繕
の
優
先
度

と
内
容
を
定
め
る
「
舗
装
修
繕
計
画
」
を

２
ヵ
年
で
策
定
し
、
計
画
的
な
維
持
補
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
徳
島
日
本
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
友
好
協
会

が
主
催
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
展
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
官
民
挙
げ
て
の
交
流
が
深

ま
る
中
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
の
友
好
都

市
提
携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
民
間
交
流
や
社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
、
ナ

ラ
ヤ
ン
ゴ
ン

ジ
市
と
の
友

好
都
市
提
携

も
含
め
、
相

互
発
展
が
で

き
る
友
好
交

流
の
方
法
を

模
索
し
ま
す
。

大麻放牧場　牧舎

バングラデシュ展に展示
されている「リキシャ」

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
の

友
好
交
流
を

通
報
者
の
安
心
に
繋
が
る
消

防
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

荒
廃
し
た
大
麻
放
牧
場
の

有
効
活
用
を

歴
史
資
源
を
保
護
し

活
用
し
た
地
域
振
興
を

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

三み

津つ  

良よ
し

裕ひ
ろ

（
青
藍
）

宮み
や

崎ざ
き  

　
明

あ
き
ら

産
業
振
興
の
取
り
組
み
は

安
心
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
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個
人
質
問

問
消
費
者
詐
欺
事
件
は
、
ほ
ぼ
毎
日
と

言
っ
て
良
い
く
ら
い
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
近
年
、
高
齢
者
を
中

心
に
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
、
悪

質
化
・
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
が
、
本

市
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
と
鳴

門
市
消
費
者
被
害
防
止
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
本
市
の
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
平
成
30
年

度
で
３
５
４
件
で
あ
り
、
架
空
請
求
な

ど
の
特
殊
詐
欺
と
思
わ
れ
る
も
の
や
通

信
販
売
な
ど
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
出
前
講
座
の
開
催
や
啓
発
グ
ッ
ズ
の

配
布
、
鳴
門
市
消
費
者
協
会
や
鳴
門
警

察
署
な
ど
と
の
合
同
に
よ
る
振
り
込
め

詐
欺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど

幅
広
い
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
被
害
の
現
状
や
そ
の
対

策
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
鳴

門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や
特

問
各
学
校
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
戸

別
受
信
機
と
放
送
設
備
を
連
動
さ
せ
る
こ

と
で
施
設
全
体
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
災
害

情
報
を
伝
達
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
本
市

の
考
え
は
。

答
近
年
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る

自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
緊

急
的
な
情
報
を
一
刻
も
早
く
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
・
教
員
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
放
送
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各

施
設
の
放
送
機
材
の
状
況
、
施
設
規
模
、

国
・
県
の
支
援
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断

し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
踏
ま
え
、
国

は
水
害
・
土
砂
災
害
か
ら
の
避
難
に
つ
い

て
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
を
開
始

し
た
。
こ
の
警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と
る

べ
き
行
動
、
防
災
行
政
無
線
の
再
生
応
答

サ
ー
ビ
ス
を
記
し
た
シ
ー
ル
を
作
成
し
、

殊
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
下
水
道
第
２
期
事
業
の
進
捗
状
況
と

第
３
期
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
下
水
道
第
２
期
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
約
78
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業

区
域
の
う
ち
供
用
開
始
面
積
は
約
49
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
進
捗
率
は
約
63
％
で
あ
り
、

来
年
度
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

下
水
道
第
３
期
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
期
事
業
の
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
、

黒
崎
地
区
と
桑
島
地
区
の
約
62
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
今
年
度
か
ら
７
年
間
で
整
備

す
る
予
定
で
す
。

市
内
全
戸
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
今
後
、
防
災
シ
ー
ル
な
ど
も
含
め
、
幅

広
く
検
討
を
行
い
、
市
民
の
安
全
・
安
心

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

問
修
学
旅
行
誘
致
の
進
捗
状
況
と
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
考
え
を
伺
う
。

答
日
本
旅
行
協
会
の
雑
誌
に
収
容
所
跡

地
や
ド
イ
ツ
館
の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
誘
致
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
資
料
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
旅
行
業

者
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
予
定
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
の
誘

致
も
視
野
に
入
れ
、
学
習
内
容
や
コ
ー
ス

な
ど
を
工
夫
し
、
歴
史
や
平
和
学
習
に
結

び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
シ
ー
ル
の
導
入
を

本
市
の
消
費
者
被
害
の
実
態
は

（
公
明
党
）

浜は
ま

　  

盛せ
い

幸こ
う

平ひ
ら

塚つ
か  

保や
す

二じ

ドイツ兵俘虜との歴史を伝える
ドイツ村公園

鳴門市消費生活センター（うずしお会館　４F）

下
水
道
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は

板
東
俘
虜
収
容
所
の

史
実
を
全
国
に

学
校
な
ど
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
災
害
情
報
の
伝
達
を
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問
発
生
ガ
ス
な
ど
の
測
定
値
を
制
御
、
い

わ
ゆ
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
制
御
理
由
と
制
御
値
の
根
拠
、
影
響

は
。

答
測
定
時
や
帳
票
な
ど
で
使
用
す
る
１

時
間
の
平
均
値
を
算
出
す
る
際
に
制
限
を

設
け
て
お
り
、
公
表
数
値
が
実
際
よ
り
低

く
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
酸

化
炭
素
に
つ
い

て
は
、
瞬
時
値

が
法
律
施
行
規

則
に
定
め
ら
れ

た
基
準
濃
度
を

超
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問
今
で
も
二
次
燃
焼
室
出
口
で
８
０
０

度
を
切
る
こ
と
や
１
号
炉
の
ス
ラ
グ
除
去

が
直
近
２
カ
月
で
60
回
近
く
に
及
ぶ
こ
と

を
市
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
現
在
で
も
ゴ
ミ
の
投
入
量
が
不
安
定

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
燃
焼
ガ
ス
温
度
が

二
次
燃
焼
室
出
口
で
一
時
的
に
８
０
０
度

以
下
と
な
る
こ
と
や
水
冷
配
管
か
ら
の
水

漏
れ
に
よ
り
、
ス
ラ
グ
の
除
去
作
業
が
頻

繁
に
必
要
と
な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。

問
平
成
23
年
９
月
に
発
生
し
た
鳴
門
駅

西
側
の
地
下
空
洞
に
関
し
て
、
実
際
は
沈

下
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
は
「
５

年
後
の
沈
下
は
調
査
し
て
い
な
い
た
め
確

認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
ビ
ル
側
の
空

洞
を
埋
戻
し
す
れ
ば
歩
道
が
設
置
で
き

る
」
と
、
原
因
が
ビ
ル
側
に
あ
る
か
の
よ

う
に
説
明
し
、
全
く
協
力
姿
勢
を
示
さ
な

い
ま
ま
、
現
在
ま
で
追
加
調
査
も
改
善
も

せ
ず
放
置
し
て
い
る
が
、
当
時
調
査
を

行
っ
た
大
学
教
授
は
「
歩
道
側
の
地
下
空

洞
が
商
業
ビ
ル
沈
下
の
原
因
」
と
い
う
趣

旨
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
調
査
・
改
善
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
今
後
は
、
市
が
検
討
を
行
う
市
道
の
復

旧
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
隣
接
地
所
有
者

２
者
に
情
報
提
供
し
、
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　全国の数多くの自治体で課
題となっている少子高齢化の
進行により、利用しなくなっ
た小学校舎を文化研修施設
「滋賀シアターアーツトレーニングセンター」とし
て活用していました。本施設は、演劇部やダンス部
などの合宿施設として年間で約５千人が利用してお
り、主な利用者層としては４歳から22歳までの若者
となっていました。
　本施設が合宿施設として選ばれた理由は、滋賀県
の地理的条件と小学校舎が山中にあり、保護者が容
易に生徒を訪問出来ない環境にあることなどでした。
　多くの若者が施設を利用することにより、地域に
活気が戻ってきていました。

　「ネーミングライツ制度の導入」については、市
が所有する施設に企業名や商品名などを冠した愛称
を付与する権利を取得したネーミングライツパート
ナーからネーミングライツ料を得て、施設の持続可
能な運営を行うとともに、ネーミングライツパート
ナーとの協働により施設の魅力向上や地域の活性化
を図っていました。
　また、「債権管理条例」については、市が持つ債
権を一元的に管理し、債権管理業務の効率化を図る
とともに、滞納を生活困窮の
サインと考え、生活再建につ
なげるような滞納整理を行う
ことを目的として債権管理条
例を制定していました。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

測
定
値
の
不
正
な
制
御

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

多
く
の
点
で
性
能
発
揮
で
き
ず

鳴
門
駅
西
側
の
地
下
空
洞

長
期
未
改
善
へ
の
対
応
を

上う
え

田だ  

公こ
う
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【視察委員】（◎委員長・○副委員長）

●視 察 先　滋賀県東近江市（７月２日）／滋賀県野洲市（７月３日）
●視察事項　「廃校利用について」〈東近江市〉
　　　　　　「ネーミングライツ制度の導入について」、「債権管理条例について」〈野洲市〉

 ◎林　勝義╱○平塚　保二╱長濱　賢一╱
 橋本　国勝╱松浦　富子／山根　巌〈7月2日（火）～3日（水）〉

東近江市にて

野洲市にて

個
人
質
問



　弘前市では、前川国男建築を活かしたまちづく
りをしていました。前川国男建築とは、建築家の
前川国男氏が手がけた作品で、モダニズム建築と
よばれる従来の建築様式にとらわれない独創的な
デザインが特徴の建築物でした。前川氏が建築し
たモダニズム建築は弘前市内に８ヵ所現存し、生
活に密着した公共建築が多くあり、市役所や市民
会館、市立病院などの見学を行いました。弘前市
では、前川国男建築のパンフレット作成やひろさ

き卍
まんじがく

学など市民一人
ひとりが愛着と誇り
を感じる取り組みを
行い、まちづくりに
活かしていました。

　南陽市役所ラーメ
ン課は、南陽市が他
県・他市町の人に教
えてあげたいものに
ついて中・高生へのアンケートを実施したところ
上位にラーメンが入ったことをきっかけに発足し
たものでした。ラーメン課は正式な部署ではなく
南陽市役所ラーメン課Ｒ＆Ｒプロジェクトという
プロジェクト名でした。このプロジェクトは、ラー
メン店の売り上げ増加ではなく、観光や宿泊の増
加といった地域活性化を最終目標としていまし
た。また、大学と連携したラーメンマップの作成
や全国からラーメン課員を募集するなど、南陽市
の知名度アップに大きく貢献していました。

　大府市では、認知
症予防および認知症
対策事業について行
政 視 察 を 行 い ま し
た。認知症予防につ
いては健康増進課、認知症対策については高齢障が
い課が支援し、全庁的に取り組んでいました。国立
長寿医療研究センターなどとともに認知症共同研究
推進事業を行っており、認知機能検査などを内容と
した「プラチナ長寿健診」や脳と身体機能を同時に
活性化させる「コグニサイズ」といった運動を実施
していました。認知症になりにくいまちづくり、認
知症になっても安心して暮らせるまちづくりについ
ての取り組みを伺い、今後の参考になりました。

　近江八幡市環境エネルギーセンターでは、最新鋭
のごみ処理施設の運転状況、維持管理や実際の環境
性能などを視察しました。ごみの焼却とともに、排
ガス・灰・空気の流れなどを自動運転により管理し、
安定燃焼を行いながら高い安全性と環境への負荷低
減を両立していました。健康ふれあい公園が隣接し
ており、温水プールやスポーツ広場が整備され、指
定管理業者や地域住民との協働により運営されてい
ました。温水プールは熱回収施設から発生する余熱
を有効に利用する
システムを採用し
ており、経済的か
つ環境に優しい施
設でした。

【視察委員】（◎委員長・○副委員長）

●視 察 先　青森県弘前市（７月３日）／山形県南陽市（７月４日）
●視察事項　「前川国男建築を活かしたまちづくりについて」〈弘前市〉
　　　　　　「南陽市役所ラーメン課による地域活性化について」〈南陽市〉

 ◎三津　良裕╱○高麗　裕之／秋岡　芳郎／
 宅川　靖次／圃山　俊作／浜　盛幸／東谷　伸治〈7月3日（水）～5日（金）〉

●視 察 先　愛知県大府市（７月18日）／滋賀県近江八幡市（７月19日）
●視察事項　「認知症予防および認知症対策事業について」〈大府市〉
　　　　　　「環境エネルギーセンターについて」〈近江八幡市〉

【視察委員】（◎委員長・○副委員長）
 ◎上田　公司╱○潮崎　憲司╱東　正昇╱
 佐藤　絹子／藤田　茂男／宮崎　明／野田　粋之〈7月18日（木）～19日（金）〉

弘前市にて

大府市にて

近江八幡市にて

南陽市にて



〒772－8501徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
TEL（088）684－1234   FAX（088）684－0814
Ｅmail  gikai@city.naruto.i-tokushima.jp

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：宅川　靖次
副委員長：秋岡　芳郎
委　　員：林　　勝義・松浦　富子・佐藤　絹子
　　　　　宮崎　　明・三津　良裕・高麗　裕之
　　　　　圃山　俊作

　第３回定例会は下記の日程で開
催予定です。
　本会議、各常任委員会の傍聴が
できます。ぜひお越しください。

・本会議…議場
（受付：東側階段より３階議場入口）

・委員会…委員会室
（受付：中央階段またはエレベーター
で３階議会事務局）

　当日、受付にて氏名、住所、年齢
をご記入ください。傍聴券をお渡し
し、係員がご案内いたします。

■はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■はインターネット中継を行います

　本会議と委員会はインターネットによる
生中継と録画配信を行っています。また、本
会議はテレビ鳴門でも生放送に加え、録画
放送を行っています。ぜひご覧ください。

議会を動画で見てみよう！ ■会議録を見てみよう■
　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます
【窓口で見る】
　　①市役所本庁舎３階の議会事務局
　　　へお越しください
　　②ご覧になりたい会議録をお伝えください
【ウェブサイトから見る】
　　①「鳴門市議会」を検索
　　②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　　　の「会議録検索システム」から
　　　ご覧になりたい会議録を検索
URL http://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

会議録
検索

システム

《 傍聴にお越しください 》

日 月 火 水 木 金 土

　 宛 先 　  鳴門市議会事務局

　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられ
るような議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・Eメールなどでおよせください。
　① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問など
　※内容についてお問い合わせさせていただくことがありますの
　で、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。

　… 市民の皆さんのご意見をお待ちしています …
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令和元年第３回定例会の予定（9月11日～10月2日）


